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令和７年度 第４回荒尾市総合計画審議会 議事録要旨 

 

 

【日  時】   令和７年１２月２２日（月） １５:００～１６:２５ 

 

【場  所】   荒尾市役所 １１号会議室 

 

【出席委員】    ８ページを参照 

 

【 事 務 局 】          橋本総務部長、吉田総合政策課長、 

林田課長補佐兼政策推進室長、末吉 

           

 

 

記録者：総合政策課 末吉 
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１ 開会 

  総合政策課吉田課長が開会を宣言し、配付資料の確認を行った。 

 

２ 会長挨拶 

  田中会長が挨拶を行った。 

パブリックコメントによる市民への周知が必要であるため、総合計画審

議会は実質的に本日が最後の審議となる。 

より分かりやすい計画にするために皆さまのご意見が不可欠である。忌

憚のないご意見をいただければと思う。 

 

 

３ 議事 

  荒尾市総合計画条例第８条第２項に基づき会長が議長となり、田中会長

が以降の議事を進行した。 

 

（１）第７次荒尾市総合計画素案について 

  林田課長補佐が、資料１に基づき説明を行った。主な意見等は以下のと

おり。 

 

≪主な意見等≫ 

 ○   資料 13 ページの将来人口では、どの地区も 2050 年に向けて大き

く減少し、小規模地区ほど少子高齢化の影響が深刻になる。自治

組織の区長や役員、民生委員などの後継者不足が顕著で、現役世

代が少ないため役を担う人が見つかりにくい。 

地域の班でも高齢化が進み、70 歳前後までは対応できるが、80

歳を超えると班長を続けるのが難しく、最近は「班を抜けたい」

という声も出ている。今後 5〜10 年で状況はさらに厳しくなる見

込みである。こうした課題を踏まえ、将来展望や計画の中で、ど

のように施策として位置付けるかが重要となる。 

また、現在は単独世帯が多く、結果的に高齢者世帯や独居高齢者

が増えている。今後もその傾向は続くと考えられ、こうした点も

地域の課題として大きい。 

→井手川地区や府本地区など、小規模地区ほど自治会の運営が厳し

く、ご指摘のとおり不安が大きい。一人暮らしの高齢者も増えて

おり、今後もその傾向は続く。この地域で「住み続けられるか」

という問題で、ふるさとで安心して暮らし続けられる仕組みが必

要になる。そこで、施策として具体的にどのような対応を考えて

いるのか、説明をお願いしたい。(田中会長) 
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→ご認識のとおり、地区によって人口減少の差はあるものの、総

合計画は市全般の計画のため幅広く記載している。地区ごとに

課題感や人口の動向は異なるため、地域と共有し今後の方向性

を一緒に考えていく必要がある。 

施策として関係が深いのは 24 ページで、地域コミュニティの充

実・活性化や社会的孤立への対応といった分野が該当する。 

また、地域の担い手育成への対応として、27 ページにもあるよ

うに、関係人口を活用する考え方もある。他自治体では外部人

材の力で地域活動を支えている例もあり、本市でもこうした可

能性を広げていくことが一つの方向性になる。(事務局) 

 

○  人口推計について、あらお海陽スマートタウン拠点整備によって

一部地域の人口がプラスになっているが、今後はその効果を特定

の地区だけでなく、荒尾市全体に広げていくことが重要だと考え

る。例えば、荒尾駅周辺で「帰ってきて店を出そう」という人が

増えたり、その他の地区でも新しい活動が生まれるなどの荒尾市

全体に波及し、想定より緩やかに人口が減少するような効果を期

待したい。 

→ご指摘のとおり、スマートタウン拠点整備の効果を全市的にし

っかり波及させることが重要だと考えている。スマートタウン

ができることが本市のまちのイメージづくりにもつながるため、

積極的に発信していきたい。 (事務局) 

→最近改めて JR の重要性を強く感じている。中高生は車に乗れな

いため、熊本市へ出る際も JR をよく使っている。 

荒尾市は立地的にも恵まれており、大牟田市ともつながってい

る。荒尾市だけで完結させるのではなく、周辺自治体と連携し

ながら、相乗効果で地域全体の活力を高めていくことが望まし

い。(田中会長) 

 

○  重点戦略では「地区協議会を支援する」と記載があるが、実際に

今問題になっているのは自治会の人員減少だ。自治会の担い手が

減っているため、地区協議会の運営にも影響が出てきている。そ

のため、計画にも自治会を項目として明記し、自治会への支援や

取組を進めていく方針を入れてほしい。 

→ご指摘の内容については、24 ページの「地域コミュニティ」で

も扱っているが、いただいた意見を踏まえ、自治会の位置付け

についても検討したい。住民自治の基本は自治会であり、地域

全体をまとめるのが地区協議会だと認識している。現行の構成
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や表現を踏まえつつ、改めて見直していきたい。（事務局） 

 

○  現行計画では環境という言葉が多く使われていた一方で、今回の

計画では最後の「持続可能な地域づくり」の部分に固有名詞は入

っているものの、全体としては少子化やインバウンド増加といっ

た一般的な課題が中心になっている印象がある。 

ただ、荒尾市の場合は、熊本地震や令和２年豪雨の影響など、地

域特有の経験もある。こうした災害や環境面の要素が、今回どの

程度意識されて計画に反映されているのか、文言だけでは読み取

れない部分がある。その点について、どのように考えているのか

教えてほしい。 

→考え方としては「安全・安心なまち」が全ての基本にあり、防

災もその中に位置付けている。 

環境については、現行計画に引き続き扱っており、33 ページの

重点戦略４（２）に整理している。近年はゼロカーボン推進室

を設置するなど、環境政策そのものは変わらず重視している。

（事務局） 

→重点戦略４は、インフラや自然条件など人では動かせない部分

とどう共生するかがテーマになっている。一方、重点戦略１〜

３は、人が頑張ることで進められる領域だ。 

熊本県最北端で海側は干潟があるなど、動かせない環境の中で

どう暮らしを支えるかが重点戦略４の役割だと思う。文言上は

こうした区別が見えにくいが、環境に配慮していることが計画

全体からにじみ出ると良いと感じている。（田中会長） 

 

○  自分の地区でも防災訓練を実施した際、避難場所の問題が改めて

浮き彫りになった。荒尾市では多くの避難場所が学校の体育館に

なっているが、冷暖房が整備されていない。上下水道などのイン

フラ計画はあるようだが、身近で使う避難場所の環境整備がまっ

たく追いついていないと感じる。財政状況が厳しいのは分かるが、

住民としては、避難場所の環境改善に最優先で取り組んでほしい

と考えている。 

   スマートタウン開発はプラス材料で期待しているが、今進められ

ている荒尾駅周辺の開発についても、財源がないから終わりでは

なく、地道でもいいので継続して進めてほしい。 

→まず、避難場所の環境改善については、担当課も課題として認

識しており、どのような表現がふさわしいか検討していきたい。 

次に、荒尾駅周辺の事業実施には、多額の費用が必要となるが、
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いつまでも着手を先延ばしにできる事業ではないと認識してい

る。JR 九州との関係を継続し、着手時期については、本市の財

政状況や行財政改革の取組を考慮しながら、検討していく。(事

務局) 

 

○  防災や荒尾駅周辺の開発への対応ももちろんだが、それだけでな

く「荒尾市では新しいことに挑戦できる」という期待感をつくる

ことも必要だと思う。こうした挑戦の風土を、この総合計画の中

でどの程度書き込むのか、そこを伺いたい。 

→計画本体の 83～84 ページに計画推進の記載がある。今回いただ

いた意見や追加すべき点は、まず計画本体に反映し、その上で

資料 1 にも反映していく予定である。(事務局) 

 

○  17 ページの基本的な考え方の「スマートシティの推進」とは、具

体的にどういう意味で使っているのかを知りたい。それが ICT を

活用した取組を指すのであれば、あらお海陽スマートタウンは、

今後どのような形で進み、どんなイメージで発展していくことを

想定しているのかを教えてほしい。 

→まず、スマートシティの捉え方だが、特定のエリアだけではな

く、市全体として位置付けている。スマートタウンで何を展開

するかについては、これまでも先進技術の実証実験を行ってき

た。最近では、児童見守りのための仕組みを導入するなど実績

もある。今後も様々な技術が出てくるため、それらを積極的に

活用していきたい。 

また、エリア全体の価値向上のためにエリアマネジメントも進

めていく予定で、来年度以降、本格的に動き始める。こうした

取組一つひとつがスマートシティの要素になると考えており、

市全体としてスマートシティを実現していきたい。（事務局） 

 

○  今の指摘に関連して、子どもの見守りについて出てきたが、これ

はとても重要なテーマだと思う。少子化対策や教育環境の質の向

上を考えるうえで、高校生だけでなく、小中学生が元気に学べる

環境づくりが大事になる。 

学力だけでなく、人間力も含めて育てていくためには、見守りに

加えて DX の活用など、様々な取組が必要だと思う。荒尾市の小中

学生にも、YouTube などのコンテンツを教材として活用するなど、

情報発信の力を育てる教育も可能ではないか。こうした点につい

て、今後どのように取り組んでいくのかを伺いたい。 
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→見守りについては、現在デジタルを活用し、小学生の登下校を

見守る仕組みを導入している。児童に配布しているタブレット

はどこでも通信できるため、その機能をいかした先行的な取組

も行っている。今後さらに工夫して展開を広げていきたい。 

また、中高校生に関しては、市内の高校と連携し「スマホ教室」

などの取組を行っている。こうした活動を今後さらに広げてい

く予定だ。 

別の施策として、生涯学習やスポーツの分野では、中学校の部

活動の地域展開を進めている。これらに加え、県との連携も含

めながら、教育の受け皿を広げていきたいと考えている。（事務

局） 

 

○  総観光客数について、５年間で倍増する見込みの根拠は何か。 

→本市の主要な観光拠点はグリーンランドだが、来年度には道 

の駅が開業し、年間 100 万人程度の来客を見込んでいる。さら

に、令和 10 年にはホテルが開業予定で、客室数は 253 室となる

見込みであり、そこに宿泊する来訪者も観光客数に加わる。こ

れらを踏まえて現在、観光振興計画の中で観光客数の見込みを

調整している。こうした新たな施設の効果により、観光客数は

大きく増える可能性があり、目標値も上方修正している。（事務

局） 

 

○  あらお海陽スマートタウンの整備は区画整理事業で進められてい

るが、地区計画や景観協定といったルールについて確認したい。 

→別途、景観計画の中で指定があり、都市計画の方でも設定があ

る。（事務局） 

 

○  現行計画と比べて、次期計画ではどこをバージョンアップしたの

か、どこに力を入れて政策を作ってきたのか、その特徴や重点を、

これからパブリックコメントを実施されるうえでも、教えてほし

い。 

→まず、次期計画の位置付けだが、現行計画を引き続き継続して

いく。今回の特徴としては、あらお海陽スマートタウンに代表

される新しいまちづくりの方向性を継続し、本市の「特色ある

まちづくり」を進める点がある。また、少子化対策に関しては、

子ども人口や子育て世代の定着に一定の成果が見られており、

引き続き重点的に取り組む方針。 

大きな変化として、競馬場跡地の開発が進んでいるので、その
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エリアをどう整備いくかが重要になる。特に、子育てや福祉の

分野を強化することに、本市として力を入れていきたいと考え

ている。 

環境分野ではゼロカーボンシティの実現を目指しており、国の

動向とも連動させながら、強化できればと考えている。 

 

○  計画はよくできていると思うが、総合計画なので広く書かれてお

り、今後は細部を詰める必要がある。荒尾市は財政状況が厳しい

ため、地域の力をいかした取組や ICT 活用による効率化など、費

用をかけない工夫が重要だと感じている。 

総観光客数の目標はかなり高いと思うが、あらお海陽スマートタ

ウンや道の駅への期待は大きく未来への投資として重要なため、

開業後にしっかりと検証すべきだと思う。 

有明医療センターは開院後、患者数や来院数が増えていると聞い

ている。地域の医療機関と連携し、必要な医療を提供できる体制

を整えていただきたい。 

→投資は未来をつくるうえで欠かせず、教育もその一つだと考え

ている。まちづくりは手間のかかるものだが、その手間こそが

大事だと思う。動けば前に進む部分も多く、効率化のために ICT

を活用すればさらに可能性が広がる。山代副会長の「未来への

投資」という考え方を大事にしながら、この総合計画を実行し

ていきたい。（田中会長） 

 

４ その他 

吉田課長が、議事録を市ホームページに掲載するに当たり、内容の確認

について協力を依頼した。次回、審議会の予定について２月下旬頃に予定。 

 

５ 閉会 

  吉田課長が、閉会を宣言した。 
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令和７年度 第４回荒尾市総合計画審議会 委員名簿  
 分野 団体名 役職名 氏名 備考 

1 

学識経験者 

熊本大学 工学部建築学科准教授 田中 尚人  

2 九州看護福祉大学 リハビリテーション学科教授 中野 聡太  

3 有明工業高等専門学校 校長 八木 雅夫  

4 

経済 

荒尾商工会議所 会頭 山代 秀德  

5 一般社団法人荒尾市観光協会 専務理事 池田 明裕 欠席 

6 玉名農業協同組合荒尾市総合支所 担当理事 迎 五男  

7 荒尾漁業協同組合 代表理事組合長 西川 幸一 欠席 

8 金融 肥後銀行荒尾支店 支店長 原田 晃志  

9 デジタル 一般社団法人九州テレコム振興センター 専務理事 広岡 淳二 欠席 

10 労働団体 連合熊本肥後有明地域協議会 議長 馬場 清治 欠席 

11 雇用 玉名公共職業安定所 所長 中村 由紀  

12 職業訓練 
独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構 

熊本支部熊本職業能力開発促進センター 
荒尾訓練センター長 坂本 和隆 欠席 

13 教育 荒尾市教育委員会 教育長 浦部 眞  

14 医療 荒尾市三師会（荒尾市医師会） 会長 伊藤 隆康 欠席 

15 スポーツ 荒尾市体育協会 会長 松尾 州裕 欠席 

16 文化 荒尾市文化協会 会長 井上 泰秋  

17 住宅 熊本県宅地建物取引業協会荒尾支部 支部長 下田 次郎 
川村 晃生 

（代理出席） 

18 結婚 
有明広域行政事務組合 

（荒尾・玉名地域結婚サポートセンター） 
総務課長 隈部 啓司 

長田 享 

（代理出席） 

19 福祉 荒尾市社会福祉協議会 会長 丸山 秀人  

20 

市民団体 

荒尾市子ども会連合会 会長 橋本 誠剛  

21 荒尾市老人クラブ連合会 副会長 辛島 正春  

22 男女共同参画ネットワークあらお － 坂田 尚子  

23 

住民代表 

荒尾市行政協力会 会計 林 一夫  

24 荒尾市地区協議会会長会 会長 河部 啓宣  

25 荒尾市女性人材バンク － 塚本 直子  

26 公募委員 － 嶋村 秀則  

27 公募委員 － 本田 良子  

28 公募委員 － 堤 健  

29 熊本県 県北広域本部玉名地域振興局 局長 坂口 啓介  

30 行政 荒尾市 副市長 石川 陽一  

※敬称略、順不同  


